
第
一
号
議
案 

大
分
県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

大
分
県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

令
和
七
年
九
月
二
十
六
日
提
出 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

大
分
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

 

山 

田 

雅 

文 
 

 

大
分
県
立
中
学
校
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

大
分
県
立
中
学
校
学
則
（
平
成
十
八
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

目
次
中
「
転
学
等
」
を
「
転
学
、
休
学
等
」
に
、
「
入
学
選
抜
手
数
料
」
を
「
入
学
者
選
抜
手
数
料
」
に

改
め
る
。 

第
二
条
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 

備
考 

大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
の
定
員
は
、
定
め
な
い
も
の
と
す
る
。 

 

「
第
五
章 

入
学
、
退
学
、
転
学
等
」
を
「
第
五
章 
入
学
、
退
学
、
転
学
、
休
学
等
」
に
改
め
る
。 

第
十
二
条
中
「
保
護
者
」
の
下
に
「
（
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が
成
年
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
。
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
、
「
第
二
号
様
式
」
の
下
に
「
又
は
第
二
号
様
式
の
二
」
を
加
え
、
同

条
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。 

た
だ
し
、
大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
保
護
者
は
、
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
の
提
出
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校 

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校 

名 
 

 

称 

 
 
 

 
 

―
 

一
二
○
人 

第
一
学
年 

定 
 

 
 

 
 

 

員 

 
 
 

 
 

―
 

一
二
○
人 

第
二
学
年 

 
 
 

 
 

―
 

一
二
○
人 

第
三
学
年 

 
 
 

 
 

―
 

三
六
○
人 

計 
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第
十
四
条
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。 

（
休
学
） 

第
十
四
条
の
二 

病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
三
月
以
上
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
ず
休
学
を 

し
よ
う
と
す
る
大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
（
生
徒
が
入
学
を
許
可
さ
れ
た
時
に
未
成
年
者
で
あ

る
場
合
は
、
そ
の
保
護
者
。
第
四
項
及
び
次
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
休
学
願
（
第

四
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 
校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
休
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

休
学
の
期
間
は
、
三
月
以
上
一
年
以
内
と
す
る
。 

４ 

校
長
は
、
引
き
続
き
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
第
一
項
に
定
め
る
手
続
を
行
っ
た
と
き
は
、
前
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
学
を
通
算
し
て
二
年
以
内
の
期
間
を
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

校
長
は
、
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休
学
の
期
間
を
通
算
し
て
二
年
を

超
え
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

校
長
は
、
前
三
項
に
定
め
る
休
学
の
期
間
が
満
了
し
、
な
お
復
学
で
き
な
い
生
徒
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

を
除
籍
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
休
学
の
取
消
し
） 

第
十
四
条
の
三 

休
学
の
許
可
を
受
け
た
後
三
月
以
内
に
そ
の
事
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
生
徒
は
、
休
学

取
消
願
（
第
五
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
休
学
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
復
学
） 

第
十
四
条
の
四 

休
学
中
の
者
で
、
休
学
の
事
由
が
消
滅
し
、
復
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
は
、
復
学
願
（
第

六
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
復
学
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
五
条
第
一
項
中
「
の
保
護
者
」
を
削
り
、
「
第
四
号
様
式
」
を
「
第
七
号
様
式
」
に
改
め
、
同
条
第 

二
項
中
「
前
項
の
」
の
下
に
「
退
学
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
」
を
加
え
る
。 
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第
十
六
条
中
「
伝
染
病
」
を
「
感
染
症
」
に
改
め
る
。 

第
二
号
様
式
の
次
に
次
の
一
様
式
を
加
え
る
。 
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第
四
号
様
式
中
「 

 
 

 
 

」
を
「 

 
 

 
 

」
に
、
「 

 
 

 
 

 

」
を
「 

 
 

 
 

 
 

」
に
改
め
、
同
様
式
を
第
七
号
様
式
と
し
、
第
三
号
様
式
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。 

退
学

さ
せ

た
い

 
退

学
し

た
い
（

さ
 

第
４

号
様

式
 

第
７

号
様

式
 

せ
た

い
）
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附 

則 

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

  
 

 
 

提
案
理
由 

 
 

県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
を
設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
同
校
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
と
と

も
に
、
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
い
た
い
の
で
提
案
す
る
。 
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大分県立中学校学則の一部改正につい て（概要）

３ 休学、休学取消し、復学（第１４条の２〜第１４条の４及び第４号〜第６号様式関係）
 義務教育未修了者等の義務教育段階の学び直しを希望する方に就学機会を提供する学校で
ある学びヶ丘中学校においては、下記理由により休学制度を設ける
<理由>
①学習意欲の維持⇒長期欠席が退学につながることを防ぎ、生徒の学びの継続を支援
②多様なニーズへの対応⇒夜間中学生徒が抱える事情（仕事、病気、介護等）に柔軟に対応

 既存の高等学校学則、特別支援学校学則にある「休学」「休学取消し」「復学」と同様に規定
休 学︓３月以上１年以内、手続により原則通算２年まで延長可能
休学取消し︓休学許可後３月以内に事由が消滅した場合
復 学︓休学事由が消滅し、復学する場合

 手続者︓休学等しようとする生徒本人
（当該生徒が入学許可時点で未成年者の場合はその保護者）

 第２条の表に「大分県立学びヶ丘中学校」を追加
 表内の定員欄は「－」とし、注書きで「学びヶ丘中学校の生徒の定員は定めない」旨を明記

１ 名称及び定員（第２条関係）

２ 学びヶ丘中学校の入学手続に係る規定の改正（第１２条及び第２号様式の２関係）

 入学手続として必要な「誓約書」の提出者︓①入学を許可された生徒の保護者
②入学を許可された生徒が成年者の場合は本人

→②用の誓約書として新たな様式（第２号様式の２）を追加
第２号様式 ・・・・・・大分豊府中入学者及び学びヶ丘中入学者（未成年者）が使用
第２号様式の２・・・学びヶ丘中入学者（成年者）が使用

 学びヶ丘中への入学手続においては、誓約書提出時に住民票は不要（入学願書と一緒に提出済み）

県立夜間中学（県立学びヶ丘中学校）を設置することに伴い、同校の運営に関し必要な
事項を定めるとともに、その他所要の改正を行うため。

改 正 理 由

主 な 改 正 内 容

４ 退学願の文言改正（第１５条及び第７号様式関係）
 様式中の「退学させたい」を「退学したい（させたい）」に文言改正
※退学する生徒が願い出る（当該生徒が入学許可時点で未成年者の場合はその保護者）

令和７年１０月１日（学校設置日と同日）

施 行 期 日
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○ 

大
分
県
立
中
学
校
学
則
（
平
成
十
八
年
大
分
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
五
号
） 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

改 
 

 

正 
 
 

案 

現 
 

 
 

 
 
 

行 

目
次 

目
次 

第
一
章
～
第
四
章 

（
略
） 

第
一
章
～
第
四
章 

（
略
） 

第
五
章 

入
学
、
退
学
、
転
学
、
休
学
等
（
第
十
一
条―

第
十
六
条
） 

第
五
章 

入
学
、
退
学
、
転
学
等 

 
 

（
第
十
一
条―

第
十
六
条
） 

第
六
章 

（
略
） 

第
六
章 

（
略
） 

第
七
章 

入
学
者
選
抜
手
数
料
（
第
十
九
条
） 

第
七
章 

入
学
選
抜
手
数
料 

（
第
十
九
条
） 

 

第
八
章 

（
略
） 

第
八
章 

（
略
） 

附
則 

附
則 

第
一
条 

（
略
） 

第
一
条 

（
略
） 

（
名
称
及
び
生
徒
の
定
員
） 

（
名
称
及
び
生
徒
の
定
員
） 

第
二
条 

中
学
校
の
名
称
及
び
生
徒
の
定
員
は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

第
二
条 

中
学
校
の
名
称
及
び
生
徒
の
定
員
は
、
次
表
の
と
お
り
と
す
る
。 

名 
 

 

称 

定 
 

 
 

 
 
 

員 

第
一
学
年 

第
二
学
年 

第
三
学
年 

計 

大
分
県
立
大
分
豊

府
中
学
校 

一
二
〇
人 

一
二
〇
人 

一
二
〇
人 

三
六
〇
人 

大
分
県
立
学
び
ヶ

丘
中
学
校 
 

 
 

―
 

 
 

 
―
 

 
 

 
―
 

 
 

 
―
 

 

名 
 

 

称 

定 
 

 
 

 
 
 

員 

大
分
県
立
大
分
豊

府
中
学
校 

第
一
学
年 

第
二
学
年 

第
三
学
年 

計 

一
二
〇
人 

一
二
〇
人 

一
二
〇
人 

三
六
〇
人 

 

備
考 

大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
の
生
徒
の
定
員
は
、
定
め
な
い
も
の

と
す
る
。 

 

第
三
条
～
第
十
条 

（
略
） 

第
三
条
～
第
十
条 

（
略
） 

第
五
章 

入
学
、
退
学
、
転
学
、
休
学
等 

第
五
章 
入
学
、
退
学
、
転
学
等 

 
 

 

第
十
一
条 

（
略
） 

第
十
一
条 

（
略
） 

（
入
学
の
手
続
） 

（
入
学
の
手
続
） 
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第
十
二
条 

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
保
護
者
（
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
が

成
年
者
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
者
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）

は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、
誓
約
書
（
第
二
号
様
式
又
は
第
二
号
様
式
の

二
）
及
び
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
し
、
大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校
に
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の

保
護
者
は
、
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
の
提
出
を
要
し
な
い
も
の
と
す

る
。 

第
十
三
条
・
第
十
四
条 
（
略
） 

（
休
学
） 

第
十
四
条
の
二 

病
気
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
三
月
以
上
出
席

す
る
こ
と
が
で
き
ず
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
大
分
県
立
学
び
ヶ
丘
中
学
校

の
生
徒
（
生
徒
が
入
学
を
許
可
さ
れ
た
時
に
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
は
、

そ
の
保
護
者
。
第
四
項
及
び
次
条
か
ら
第
十
五
条
ま
で
に
お
い
て
同

じ
。
）
は
、
休
学
願
（
第
四
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の
事
由
を

証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き
は
、
休
学
を
許

可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

休
学
の
期
間
は
、
三
月
以
上
一
年
以
内
と
す
る
。 

４ 

校
長
は
、
引
き
続
き
休
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
が
第
一
項
に
定
め
る

手
続
を
行
っ
た
と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
休
学
を
通

算
し
て
二
年
以
内
の
期
間
を
限
り
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

校
長
は
、
必
要
と
認
め
た
場
合
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
休

学
の
期
間
を
通
算
し
て
二
年
を
超
え
て
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

６ 

校
長
は
、
前
三
項
に
定
め
る
休
学
の
期
間
が
満
了
し
、
な
お
復
学
で
き

な
い
生
徒
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
除
籍
す
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
二
条 

入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
保
護
者  

 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  

は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、
誓
約
書
（
第
二
号
様
式 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 

）
及
び
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 
  

 

第
十
三
条
・
第
十
四
条 

（
略
） 

 

（
新
設
） 

（
休
学
の
取
消
し
） 

第
十
四
条
の
三 

休
学
の
許
可
を
受
け
た
後
三
月
以
内
に
そ
の
事
由
が
消
滅

し
た
と
き
は
、
生
徒
は
、
休
学
取
消
願
（
第
五
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断

 

（
新
設
） 
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書
等
そ
の
事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

２ 
校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
休
学
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

（
復
学
） 

第
十
四
条
の
四 
休
学
中
の
者
で
、
休
学
の
事
由
が
消
滅
し
、
復
学
を
し
よ

う
と
す
る
生
徒
は
、
復
学
願
（
第
六
号
様
式
）
に
医
師
の
診
断
書
等
そ
の

事
由
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

校
長
は
、
前
項
の
事
由
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
復
学
を
許

可
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
新
設
） 

（
退
学
） 

（
退
学
） 

第
十
五
条 

退
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒 

 
 

 

は
、
退
学
願
（
第
七
号

様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
十
五
条 

退
学
を
し
よ
う
と
す
る
生
徒
の
保
護
者
は
、
退
学
願
（
第
四
号

様
式
）
を
校
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

校
長
は
、
前
項
の
退
学
願
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
事
由
が
正

当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
退
学
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

校
長
は
、
前
項
の 

 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 

事
由
が
正

当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
退
学
を
許
可
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
出
席
停
止
） 

（
出
席
停
止
） 

第
十
六
条 

校
長
は
、
生
徒
が
感
染
症
に
か
か
っ
て
お
り
、
か
か
っ
て
い
る

疑
い
が
あ
り
、
又
は
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
当
該
生
徒
に
対
し

て
出
席
停
止
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
六
条 

校
長
は
、
生
徒
が
伝
染
病
に
か
か
っ
て
お
り
、
か
か
っ
て
い
る

疑
い
が
あ
り
、
又
は
か
か
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
、
当
該
生
徒
に
対
し

て
出
席
停
止
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。 

第
十
七
条
～
第
二
十
条 

（
略
） 
第
十
七
条
～
第
二
十
条 

（
略
） 

第
一
号
様
式
・
第
二
号
様
式 

（
略
） 
第
一
号
様
式
・
第
二
号
様
式 

（
略
） 

 
 

 
 

 
 

   

  

【第１号議案】

-13-



第
二
号
様
式
の
二
（
第
十
二
条
関
係
） 

 

（
新
設
） 

第
三
号
様
式 

（
略
） 

   

第
三
号
様
式 
（
略
） 
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第
四
号
様
式
（
第
十
四
条
の
二
関
係
） 

 
    

（
新
設
） 

【第１号議案】
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第
五
号
様
式
（
第
十
四
条
の
三
関
係
） 

 
    

（
新
設
） 
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第
六
号
様
式
（
第
十
四
条
の
四
関
係
） 

 

    

（
新
設
） 
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第
七
号
様
式
（
第
十
五
条
関
係
） 

 

第
四
号
様
式
（
第
十
五
条
関
係
） 
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